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RCAのポータブルブル 1945年より・・・・

1945年といえば第二次世界大戦の終った年で，当時RCAが発売したポータブルが第 1図にごらんのようなDC
専用のものであったが，以後続々と進駐してきたアメリカ軍の兵隊さんにこれらを見せられた日本人は大いに驚

き，それから今日のポータブル全盛時代とはなったのである。

第 1図 1945年にできた DCオンリーの 54B5型

第 2 図 1946 年の交直両用型
66BX

54B5は相当小型ではあるが，現在のにくらべると厚みは大分厚かったよ
うである。電池は 1.5V(0.25mA)と 6.75V(8.5mA)で，インストラクション
によれば間歇的に使って A電池は 5～6時間，B電池は 25～40時間もつと
いうことになっている。出力は無歪 0.05W，最大 0.12Wで，スビーカーは 2
× 3(インチ)の楕円型が使ってある。ループ・アンテナは裏蓋についている。
外形写真の右側ヘスピーカーが入り，左側が同調用ツマミ，左上にボリュー

ム・コントロールとなっている。真空管は縦に横向きにとりつけてあり，そ

れと B電池が合わさってちょうど向って左側にならべてある。
やがて交直両用のものがあらわれ第 2，3図に示すものはRFつき 5球で，
整流にはセレンを使っていた。この外形は 131/4× 91/2× 51/2(インチ)でス
ピーカーは 4× 6(インチ)という割合大きいのを使っている。バッテリーが
ケースの下部に横わり，シャシーは普通のラジオのように真空管上向きになっている。向って右が同調ツマミで左

が SWと音量調節である。出力は無歪で 0.23Wで，消費電力は 14Wということになっている。この辺から我が
国でもポーターブルを作る動きが始まった。

第 3図 66BX型回路図
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第 4図 1948年に出た整流管使用の 8BX54型

第 5図 最新型の超小型ポータブル 8-BT-8

まだポータブル用セレンの小形化が充分でなかったせ

いか，第 4図の 8BX54型からmTの整流管 117Z3が登
場している。外形寸法は 11× 91/2× 5(インチ)で，4イ
ンチの円型コーンのスピーカーを使っている。出力は無

歪で 0.15W，最大で 0.25Wとなっており DC使用の場
合は少しこれより少ない。シャシーは逆さに上からつる

してあり，真空管などは下向きになっている。このへん

ではまだループ・アンテナを使っている。

これから大体，現在市販にあるものと同じようになっ

てきたようである。アンテナはバー・アンテナが用いら

れるようになり，部品もどんどん小型化されてきた。電

池の消耗の少ないこととか，超小型なことなどがうたわ

れ，大いに一般に浸透した。さらにプリント配線，トラ

ンジスターなどの実用期となった。

第 6図 8-BT-8型回路図

第 5，6図は最新型の超小型で 14.0× 8.4× 4.1(cm)で 500gr.というもの。トランジスターにプリント配線，そ
れに直径 21/8インチ，厚さ 1.6cmという RCAお自慢のスピーカーを使ってあり，現在の段階ではこれほどのもの
はまだないであろう。(『無線と実験』1957年 3月号グラビヤに既載)。
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